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　７月16日(月)に、天山文庫前庭で第47回天山祭りが盛大に

開催され、心平先生の詩の朗読や郷土芸能などが披露されま

した。たくさんのご来場ありがとうございました。

関連ページ　２ページ



2
広報かわうち 平成 24 年８月

KAWAUCHI

　

第
47
回
を
迎
え
た
天
山
祭
り
が
７
月
16
日(

月)

天
山
文
庫
前

庭
で
開
祭
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
祭
り
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
川
内
村
の
復
興
を
誓
う

と
い
う
例
年
と
は
違
っ
た
意
味
合
い
も
あ
り
、
草
野
心
平
先
生

ゆ
か
り
の
方
や
、
村
の
復
興
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
な
ど
、

村
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
46
回
天
山
祭
り
は
、
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故
で
村
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
実
行
委
員
会
で
の
開
祭
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
川

内
村
観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
主
催
者
の
秋
元
卓
三
実
行
委
員
長
が
「
今
後
も
祭

り
を
大
切
に
継
続
し
、
草
野
心
平
先
生
の
偉
大
さ
を
後
世
に
伝

え
る
。」
と
い
う
誓
い
の
あ
い
さ
つ
と
遠
藤
村
長
、
晒
名
か
わ
う

ち
草
野
心
平
記
念
館
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が
あ
り
、
そ

の
後
、
代
表
者
が
心
平
先
生
の
遺
影
に
献
花
し
ま
し
た
。

　

心
平
先
生
の
朗
読
し
た
録
音｢

宮
澤
賢
治
の
詩｣

二
編
が
流
さ

れ
、
引
き
続
き
い
わ
き
市
立
草
野
心
平
記
念
文
学
館
長
で
、
川

内
村
う
ま
わ
る
文
学
賞
選
考
委
員
の
粟
津
則
雄
さ
ん
、
歴
程
同

人
伊
武
ト
ー
マ
さ
ん
、
箱
崎
耕
平
・
典
子
ご
夫
妻
が
心
平
先
生

の
詩｢

わ
が
抒
情
詩｣

な
ど
六
篇
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
今
回
は
心
平
先
生
の
出
身
地
で

あ
る
い
わ
き
市
小
川
町
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
じ
ゃ
ん
が
ら

念
仏
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
、
可
愛
ら
し
い
迫
力
あ
る
踊
り
に
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
川
内
甚
句
で
は
、
婦
人
会
の
方
々
を
中
心
に

参
加
者
が
、
十
三
夜
の
池
の
周
り
を
輪
に
な
り
、
楽
し
く
踊
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
来
年
の
再
開
を
誓
い
合
い
、
祭
り
を
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
盛
大
に
開
祭
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

復興誓う　第47回 天山祭り 盛大に開祭 
復興誓う　第47回 天山祭り 盛大に開祭 

献花する晒名　昇 館長

鏡割り

じゃんがら念仏踊り（いわき市小川町）

いわき市小川町の子どもたち

あいさつする秋元卓三　実行委員長

ボランティアの皆さん

詩の朗読 粟津則雄 館長
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広報かわうち 平成 24 年８月

KAWAUCHI

　

平
成
24
年
７
月
８
日
執
行
の
川
内
村
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
６
月
28
日
に
告

示
さ
れ
、
８
名
が
立
候
補
し
、
定
数
を
超

え
な
か
っ
た
た
め
選
挙
は
行
わ
れ
ず
、
全

員
が
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

選
任
に
よ
る
委
員
は
、
議
会
推
薦
と
団
体

か
ら
の
推
薦
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

○
選
挙
に
よ
る
委
員

　

担
当
区　

第
１
区		



　

氏　

名　

井
出　

久
人

　

住　

所　

上
川
内
字
後
谷
地
83
番
地

　

担
当
区　

第
２
区	

　

氏　

名　

秋
元　
　

一	

　

住　

所　

上
川
内
字
中
島
２
番
地

　

担
当
区　

第
３
区	

　

氏　

名　

松
崎　

安
延	

　

住　

所　

上
川
内
字
原
２
４
０
番
地

　

担
当
区　

第
４
区	

　

氏　

名　

猪
狩
安
博	

　

住　

所　

上
川
内
字
舘
屋
１
２
５
番
地

　

担
当
区　

第
５
区	

　

氏　

名　

大
和
田
好
巳	

　

住　

所　

下
川
内
字
田
ノ
入
70
番
地

　

担
当
区　

第
６
区	

　

氏　

名　

大
和
田　

寛	

　

住　

所　

下
川
内
字
西
山
92
番
地

　本格的な夏になり暑さも厳しくなってまいりましたが、

村民の皆さまには益々ご健勝のこととお喜び申し上げま

す。

　さて、この度農業委員会委員改選に伴い川内村農業委員

会会長に就任いたしました。

　昨年の福島第１原子力発電所の事故に伴い作付の制限、

自粛あるいは風評被害等農業を取り巻く環境は厳しく、ま

た耕作放棄地の増加など農業委員会の抱える問題は山積み

の状態となっております。こうした中地域農業の活性化に

向け、農業者の利益代表としての役割を十分認識し、優良

農地を守るため有効な農地政策や担い手の確保・育成、更

には遊休農地の解消に微力ながら全力を傾注する所存であ

りますので、なお一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお

願い申し上げ就任のご挨拶といたします。

　

村
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
お
世
話
い
た

だ
く
行
政
区
長
と
し
て
、
次
の
方
々
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
原
発
事
故
に
よ
り
多
く
の
村
民
が

避
難
し
て
い
る
状
況
で
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
１
区
行
政
区
長　

遠
藤　

公
明

　
　
　
　

同
代
理
者　

鈴
木　

孝
幸

　

第
２
区
行
政
区
長　

渡
邉　

弘
一

　
　
　
　

同
代
理
者　

秋
元　

喜
一

　

第
３
区
行
政
区
長　

猪
狩　

紀
元

　
　
　
　

同
代
理
者　

秋
元　

公
男

　

第
４
区
行
政
区
長　

猪
狩　

康
之

　
　
　
　

同
代
理
者　

猪
狩　
　

誠

　

第
５
区
行
政
区
長　

高
野　

恒
大

　
　
　
　

同
代
理
者　

猪
狩　
　

巧

　

第
６
区
行
政
区
長　

佐
久
間
久
雄

　
　
　
　

同
代
理
者　

大
和
田
基
安

　

第
７
区
行
政
区
長　

佐
久
間
正
行

　
　
　
　

同
代
理
者　

佐
久
間
健
一

　

第
８
区
行
政
区
長　

小
林　

信
一

　
　
　
　

同
代
理
者　

吉
岡　
　

清

　

任
期
：
平
成
24
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
31
日

　

第
４
区
行
政
区
長
代
理
者
佐
藤
廣
松
さ
ん
が

今
回
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

農業委員会会長挨拶

　

担
当
区　

第
７
区	

　

氏　

名　

佐
久
間
靖
男	

　

住　

所　

下
川
内
字
原
75
番
地

　

担
当
区　

第
８
区	

　

氏　

名　

秋
元　

武	

　

住　

所　

下
川
内
字
吉
ノ
田
和
８
番
地

○
推
薦
に
よ
る
委
員

　

・
議
員
推
薦

　

氏　

名　

渡
邉
一
夫	

　

住　

所　

上
川
内
字
原
１
２
７
番
地

　

・
農
業
協
同
組
合
推
薦

　

担
当
区　

第
１
区		



　

氏　

名　

井
出
紀
雄

　

住　

所　

上
川
内
字
町
分
２
３
９
番
地

　

・
農
業
共
済
組
合
推
薦

　

担
当
区　

第
３
区	

　

氏　

名　

石
井　

健

　

住　

所　

上
川
内
字
古
町
65
地

行
政
区
長
と
同
代
理
者
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

渡　邉　一　夫
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 募集コーナー

　

村
民
号
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に

実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
昨
年
の
原
発
事

故
に
よ
り
村
民
が
県
内
外
に
避
難
さ
れ
、
村

民
号
を
実
施
で
き
る
状
況
で
な
か
っ
た
た
め

延
期
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
村
議
会
及
び
行

政
区
長
会
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
ま
た
、
避

難
も
落
ち
着
い
た
こ
と
か
ら
今
年
度
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
避
難
生
活
が
続
く

中
、
村
民
が
一
堂
に
会
し
て
、
親
睦
を
図
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
参
加
申
込
書
は

後
日
各
戸
に
郵
送
に
よ
り
配
布
し
ま
す
の

で
、
参
加
さ
れ
る
方
は
申
込
用
紙
に
記
載
の

上
、
同
封
の
封
筒
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期　
　

日　

10
月
７
日(

日
）
～
８
日(

祝
）

　
　
　
　
　
　

１
泊
２
日

場　
　

所　

岩
手
県
（
中
尊
寺
・
え
さ
し　

　
　
　
　
　

藤
原
の
郷
な
ど
）

宿
泊
場
所　

志
戸
平
温
泉　

ホ
テ
ル
志
戸
平

募
集
人
員　

２
８
０
名

参
加
負
担
金　

１
人　

１
５
、０
０
０
円 

募
集
締
切　

８
月
31
日
（
役
場
に
郵
送
）

問
合
せ　

川
内
村
役
場　

総
務
課
総
務
係　

　
　
　
　


３
８

－

２
１
１
１

公
用
車
を
公
売
し
ま
す
！

　

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
村
長
車
・
議
長
車
と

し
て
使
用
し
て
い
た
公
用
車
を
一
般
競
争
入

札
で
公
売
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
入
札
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

公
売
の
方
法	

一
般
競
争
入
札

現
場
説
明
の
日
時

　

平
成
24
年
８
月
29
日(

水)

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

現
場
説
明
の
場
所　

川
内
村
役
場
車
庫

　

（
総
務
課
総
務
係
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

入
札
日
時　

平
成
24
年
９
月
５
日(

水)

午
前
９
時
30
分

入
札
場
所　

川
内
村
役
場　

２
階　

大
会
議
室

入
札
保
証
金　

免
除

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
川
内
村
役
場 

総
務
課 

総
務
係

　

県
で
は
、
統
計
に
興
味
と
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、「
第
62
回
福
島
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
募
集
作
品　

観
察
記
録
や
既
存
デ
ー
タ
な

ど
を
手
描
き
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
で
グ
ラ
フ
に

し
た
ポ
ス
タ
ー

　

・
テ
ー
マ　

自
由

第
62
回
福
島
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

・
大
き
さ

　
　

72
・
８
㎝
×
51
・
５
㎝
（
Ｂ
２
判
）

◆
応
募
資
格　

小
学
生
以
上

◆
募
集
期
限　

９
月
３
日
（
月
）
必
着

◆
応

募

先　

〒
９
６
０-

８
６
７
０

　
　
　
　
　
　

（
住
所
記
載
不
要
）

福
島
県
企
画
調
整
部　

統
計
課

　


０
２
４-

５
２
１-

７
１
４
３

※
（
小
・
中
・
高
校
生
は
、
各
学
校
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。）


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
１

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
内
村

「
村
民
号
」

参
加
者
募
集
!!

第14回

②トヨタ　クラウン　
　ロイヤルサルーン

①トヨタ　クラウン
　マジェスタ
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◆お知らせ

８
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
郵
送
さ
れ
た
「
補
償
金
請
求
の
ご
案
内
」

な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
役
場
（
２
階
会
議
室
）
会
場

　

・
日　

時　

８
月
７
日(

火
）、
21
日(
火
）

　
　

の
２
日
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

②
郡
山
市　

稲
川
原　

　

仮
設
住
宅
集
会
所
会
場

　

・
日　

時　

８
月
７
日(

火
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　

８
月
21
日(

火
）

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　

８
月
30
日(

木
）

　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

③
郡
山
市　

若
宮
前　

　

仮
設
住
宅
集
会
所
会
場

　

・
日　

時　

８
月
10
日(

金
）

　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
　
　
　
　
　

８
月
16
日(

木
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　

８
月
28
日(

火
）

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

④
郡
山
市　

南
１
丁
目

　

仮
設
住
宅
集
会
所
会
場

　

・
日　

時　

●
場
所　

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
中
の
島

　
　
　
　

（
福
島
県
会
津
若
松
市
）

■
主
催　

日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム(

Ｊ
Ｄ　

　

Ｆ
）、
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
福
島
県

　

弁
護
士
会

■
後
援　

福
島
県
、
福
島
県
社
会
福
祉
協
議

　

会
、
福
島
民
報
社
、
福
島
民
友
新
聞
社
、

　

ラ
ジ
オ
福
島

■
問
合
せ

Ｊ
Ｄ
Ｆ
被
災
地
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
く
し
ま
内

福
島
県
相
談
支
援
充
実
・
強
化
事
業　

委
託
事
業
所

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
え
る
の
会　

担
当　

宇
田
・
橋
本

電
話
０
２
４-

９
２
５-

２
４
２
８

住
宅
内
部
等
清
掃(

除
染)

に
伴
う

資
材
受
け
取
り
に
つ
い
て

　

７
月
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
住
宅

内
部
等
清
掃
資
材
の
配
布
に
つ
き
ま
し
て
、

各
行
政
区
ご
と
に
集
会
所
へ
資
材
を
世
帯
分

準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
資
材
の
受
け
取

り
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区
長
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
配
布
物
・
使
用
方
法
及
び
処
分
方

法
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
　

８
月
６
日(

月
）、
13
日(

月
）、

　
　

    

19
日(

日
）、
27
日(

月
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

障
害
者
の
た
め
の

わ
か
り
や
す
い
東
電
賠
償
学
習
会

　

皆
さ
ん
の
抱
え
て
い
る
原
発
事
故
の
問

題
、
悩
み
な
ど
、
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
弁

護
士
か
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
学
習
会

で
す
。

※
参
加
費
は
無
料
。
原
則
事
前
申
込
み
が
必

　

要
で
す
。

　

手
話
通
訳
、
点
訳
及
び
要
約
筆
記
を
ご
用

意
す
る
予
定
で
す
。

東
電
賠
償
学
習
会
in
福
島
市

●
日
時　

平
成
24
年
８
月
25
日(
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
　
　
　

(

開
場　

午
後
１
時
）

●
場
所　

福
島
県
青
少
年
会
館　

大
研
究
室

（
福
島
県
福
島
市
）

東
電
賠
償
学
習
会
in
会
津
若
松

●
日
時

　
　
　
　

平
成
24
年
８
月
26
日(

日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
　
　
　

（
開
場　

午
後
１
時
）

○
配
布
物
（
一
世
帯
）

１
．
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
厚
手
）　
　
　

 　

10
枚

２
．
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
薄
手
）　

 　
　
　

10
枚

３
．
マ
ス
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
枚

４
．
タ
オ
ル　
　
　
　
　
　

１
袋（
50
枚
入
）

○
使
用
方
法
お
よ
び
処
分
方
法

１
．
ビ
ニ
ー
ル
袋(

厚
手)

に
は
自
宅
周
り
の

側
溝
な
ど
の
土
砂
な
ど
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
袋
は
自
宅
周
り
に
置
き
、
水
が

入
ら
な
い
よ
う
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
ビ
ニ
ー
ル
袋(

薄
手)

に
は
自
宅
周
り
の

木
の
葉
や
雑
草
な
ど
を
い
れ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
袋
は
自
宅
周
り
に
置
き
、
水
が

入
ら
な
い
よ
う
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
マ
ス
ク
は
自
宅
の
除
染
を
す
る
際
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
後
は
一
般
ゴ
ミ

と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。（
双
葉
地

方
広
域
圏
組
合
専
用
燃
え
る
ゴ
ミ
用
袋

へ
）

４
．
タ
オ
ル
は
水
を
含
ま
せ
自
宅
内
の
掃
除

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
後
は
一
般

ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。（
双

葉
地
方
広
域
圏
組
合
専
用
燃
え
る
ゴ
ミ
用

袋
へ
）

※
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
、
除
染
受
託
業
者
が
自
宅

の
除
染
に
こ
ら
れ
た
と
き
に
回
収
し
ま

す
。
除
染
が
終
わ
っ
て
い
る
自
宅
に
つ
い

て
は
、
お
手
数
で
す
が
近
く
で
除
染
作
業

を
し
て
い
る
業
者
の
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
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い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力

お
願
い
致
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

川
内
村
役
場　

復
興
対
策
課　

除
染
係　

　


０
２
４
０-
３
８-

２
８
０
４

民
間
住
宅
等
の
除
染
作
業
に
係
る

協
力
依
頼
に
つ
い
て

　

現
在
村
で
は
、
第
１
行
政
区
の
民
間
住
宅

の
除
染
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
事
前
立

会
の
済
ん
で
い
る
お
宅
や
今
後
除
染
作
業
の

事
前
立
会
い
を
お
願
い
す
る
お
宅
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
行
政
区
の
除
染
作
業
が
終
わ

り
次
第
、
第
２
行
政
区
か
ら
第
４
行
政
区
の

民
間
住
宅
除
染
作
業
に
入
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

除
染
作
業
に
つ
い
て
の
実
施
方
法
や
疑
問

等
に
つ
い
て
は
、
川
内
村
役
場
復
興
対
策
課

除
染
係
（

０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
４
）

も
し
く
は
、
川
内
村
復
興
事
業
組
合
（


０
２
４
０-

２
５-

８
２
１
２
）
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

食
品
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
簡
易
検
査
の

定
休
日
の
お
知
ら
せ

　

各
地
区
集
会
所
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
食

品
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
簡
易
検
査
に
つ
い
て
で
す

が
、
８
月
11
日(

土
）
か
ら
８
月
15
日(

水)

の
お
盆
の
期
間
は
、
定
休
日
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

応
急
仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅
へ

の
入
居
の
適
切
な
運
営
へ
の
協
力
に

つ
い
て

　

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者
に
関
し
、「
実

際
に
生
活
し
て
い
な
い
」「
本
村
住
民
で
な

い
方
が
生
活
し
て
い
る
」
そ
し
て
「
車
を
指

定
場
所
に
停
め
て
い
な
い
」
な
ど
の
声
が
村

に
届
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
借
り
上
げ
住
宅
へ
の
入
居
に
あ
た

り
ま
し
て
も
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
適
正

か
つ
適
切
な
運
営
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

１
．
応
急
仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅
の

　

終
了
届
に
つ
い
て

　
　

長
く
応
急
仮
設
住
宅
を
不
在
や
生
活
を

し
て
い
な
い
と
近
所
等
か
ら
不
信
の
声
が

あ
り
ま
す
の
で
、
応
急
仮
設
住
宅
・
借
り

上
げ
住
宅
の
入
居
が
不
要
に
な
っ
た
と
き

は
「
応
急
仮
設
住
宅
か
借
り
上
げ
住
宅
の

使
用
終
了
届
」
を
村
に
提
出
の
う
え
退
去

く
だ
さ
い
。

２
．
応
急
仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅
の

　

入
居
者
に
つ
い
て

　
　

応
急
仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅
の
入

居
者
は
原
則
と
し
て
、
平
成
23
年
３
月
11

日
時
点
で
本
村
住
民
で
あ
り
原
子
力
発
電

所
事
故
で
避
難
し
た
方
に
入
居
申
請
で
入

居
す
る
こ
と
と
し
た
方
を
村
は
入
居
決
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
方
以
外
は
入

居
で
き
な
い
し
、
新
た
に
入
居
申
請
が
必

要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

３
．
指
定
場
所
へ
の
駐
車
に
つ
い
て

　

応
急
仮
設
住
宅
の
駐
車
は
、
ス
ペ
ー
ス
の

関
係
上
１
戸
１
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

指
定
場
所
以
外
へ
駐
車
さ
れ
る
と
交
通
安

全
上
危
険
で
す
の
で
、
指
定
場
所
に
駐
車

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

（
担
当　

川
内
村
役
場
住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３
）

家
屋
等
へ
設
置
し
た
Ｖ-

Ｏ
Ｎ
Ｕ

（
映
像
用
終
端
装
置
）
の
動
作
確
認

に
つ
い
て

　

川
内
村
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
整
備
工

事
（
平
成
22
年
度
地
デ
ジ
化
）
で
構
築
し
た

設
備
の
点
検
を
左
記
の
内
容
で
実
施
し
ま

す
。

記

●
期　

間

　

平
成
24
年
８
月
20
日(

月)

～
９
月
７
日

(

金
）

●
時
間
帯

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

●
対
象
地
域

　

川
内
村
下
川
内
地
区

　

対
象
世
帯
数　

４
９
６
世
帯
（
公
共
施
設

含
む
）

●
調
査
方
法

　

測
定
器
に
よ
り
、
家
屋
等
へ
設
置
し
た

Ｖ-

Ｏ
Ｎ
Ｕ
（
映
像
用
終
端
装
置
）
の
正

常
動
作
確
認
。

※
敷
地
内
で
の
屋
外
調
査
と
な
り
ま
す
。

●
連
絡
先　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本-

福
島　

法
人

営
業
部　

郡
山
Ｓ
Ｅ
セ
ン
タ　

●
担
当
者　

森
合
、
山
口

　


０
２
４-

９
９
１-

６
６
０
０

　

営
業
時
間
（
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
）

●
そ
の
他　

立
会
い
は
も
と
め
ま
せ
ん
が
、

敷
地
に
入
る
た
め
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

浄
化
槽
お
よ
び
汲
み
取
り
便
槽
の

汚
泥
引
抜
料
補
助
金
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て

　

村
で
は
、
昨
年
３
月
11
日
の
震
災
発
生
後

に
村
民
の
方
が
、
所
有
す
る
浄
化
槽
並
び
に

汲
み
取
り
便
槽
の
汚
泥
を
引
抜
し
た
場
合
そ
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の
料
金
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
助
対
象
者

　

平
成
23
年
３
月
11
日
現
在
、
村
内
に
居
住

し
て
い
た
方

補
助
内
容

　

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
負
担
し
た
浄

化
槽
並
び
に
汲
み
取
り
便
槽
の
汚
泥
引
抜
料

申
請
方
法

　

所
定
の
申
請
書
（
今
回
同
封
し
ま
し
た
申

請
書
）
に
領
収
書
を
添
付
し
、
川
内
村
農
村

振
興
課
農
林
土
木
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
領
収
書
を
紛
失
さ
れ
た
方

　

浄
化
槽
は
公
揚
環
境

　


０
２
４
６-

３
２-

２
４
３
０

汲
み
取
り
便
槽
は
双
葉
広
域
圏
組
合

　


０
２
４-

９
５
８-

１
７
５
２

に
領
収
書
の
再
発
行
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

申
請
期
日

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

詳
細
に
つ
い
て
は
農
村
振
興
課
農
林
土
木
係

（

０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
７
）
ま
で
お

問
合
せ
下
さ
い
。

今
月
の
納
税

村
県
民
税

　

普
通
徴
収
（
１
期
）

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

の
実
施
に
つ
い
て

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
９
月
10
日(

月)

か
ら
９
月
16

日(
日)

ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
高
齢

者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
と
し
て
、
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
や
差

別
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
高
齢
者
・
障
害
者
の

抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及

び
法
務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
。）
に
お
い
て
も
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
期　

間　

平
成
24
年
９
月
10
日(

月)

か
ら

　
　
　
　
　

同
月
16
日(

日)

ま
で
の
７
日
間

●
時　

間　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
７
時
ま
で

（
た
だ
し
、
９
月
15
日(

土
）・
16
日(

日)

は

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　


０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

■
問
合
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　
　

　


０
２
４-

５
３
４-

１
９
９
４

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

登
記
相
談
に
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　


０
１
２
０-

２
２
７-

７
４
６

受
付
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

休
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

法
務
局
で
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
か
ら
、

不
動
産
や
会
社
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
す
る
電
話
と
し
て
、
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
続
に
関
す
る
登
記
手
続
き
は
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？

◆
被
災
建
物
の
代
替
建
物
を
取
得
し
た
際
の

登
記
は
、
ど
う
な
る
の
？

◆
会
社
の
役
員
変
更
の
登
記
手
続
き
は
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？

◆
土
地
や
建
物
の
権
利
証
を
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
け
ど
？

◆
会
社
の
印
鑑
や
印
鑑
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た

け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

◆
そ
の
他

■
問
合
せ　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　


０
２
４-

５
３
４-

１
９
８
３

第
２
回　

復
興
商
品
券
発
行

　

８
月
１
日
午
前
10
時
よ
り
川
内
村
商
工
会

で
販
売
し
ま
す
。

　

復
興
商
品
券
は
、

　

１
枚
１
、０
０
０
円
、

　

１
セ
ッ
ト
11
枚
が
１
０
、０
０
０
円
。

　

有
効
期
限
は
、平
成
25
年
１
月
30
日
ま
で
。

　

村
内
の
食
料
品
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
で
ご
利
用
に
な
れ
る
ほ
か
、
給
食
費
や

住
民
税
な
ど
の
納
税
に
も
ご
利
用
に
な
れ
ま

す
。

■
問
合
せ　

川
内
村
商
工
会

　


０
２
４
０-

３
８-

２
２
６
５

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
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お知らせ◆

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

◆
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

◆
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◆
掛
金　

日
額
３
１
０
円

特
徴

◆
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込

み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

◆
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

◆
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◆
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

◆
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お
知
ら
せ

　

建
退
共
で
は
、
地
震
な
ど
に
よ
り
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
各
種
手

続
の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

◆
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数
に
応

じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持
し

て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引
退
す

る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す

る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
制
度
説

明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知

り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
！

ア
ド
レ
スhttp://www.kentaikyo.

taisyokukin.go.jp/
※
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
支
部

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

福
島
支
部

　


０
２
４-
５
２
３-

１
６
１
８

北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

　

８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調

月
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
で
は
、
北
方
領
土
返
還
に
向
け
た

多
く
の
方
の
声
を
、
よ
り
積
極
的
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、 

”
世
論
の
力

“
が
一

層
強
く
発
揮
さ
れ
る
と
考
え
、「
伝
え
た
い

想
い　

～
北
方
領
土
の
返
還
に
向
け
て
」
と

題
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
リ
ッ
プ
企
画
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
リ
ッ
プ
企
画
特
設
サ
イ
ト

http://hoppo-m-flip.go.jp/

■
問
合
せ　

内
閣
府
北
方
対
策
本
部
啓
発
係

　


０
３-

３
５
８
１-

１
５
１
２

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

「
小
児
科
の
医
師
を
紹
介
し
ま
す
。」

　

今
回
は
、
当
病
院
の
小
児
科
の
診
療
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
、
非
常
勤
医
師
、
小
川
千

登
世(

お
が
わ
ち
と
せ)

医
師
を
紹
介
し
ま

す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
た
び
公
立
小
野
町

地
方
綜
合
病
院
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
小
川
千
登
世
で
す
。
月
曜

日
の
小
児
科
外
来
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

　

私
の
出
身
は
群
馬
県
で
す
が
、
平
成
２
年

の
福
島
県
立
医
科
大
学
の
卒
業
生
で
す
。
そ

の
後
、
群
馬
大
学
、
聖
路
加
国
際
病
院
な
ど

で
勤
務
後
、
今
年
４
月
よ
り
２
度
目
の
福
島

医
大
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

専
門
は
小
児
科
で
、
特
に
小
児
の
白
血
病

や
が
ん
な
ど
の
腫
瘍
の
治
療
が
専
門
で
す

が
、
小
児
科
一
般
の
診
療
や
予
防
接
種
、
育

児
相
談
、
そ
の
他
の
不
安
や
心
配
な
こ
と
も

お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
川
千
登
世
医
師
の
診
療
日

お
よ
び
受
付
時
間

●
診
療
科　

小
児
科

●
診
療
日　

毎
週
月
曜
日

●
受
付
時
間　

　

午
前
の
部　

午
前
８
時
30
分
～
12
時

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

避
難
先(

郵
送
先)

の
確
認
で
す
。

　

避
難
先
を
変
更
し
た
場
合
や
村
か
ら
の
文

書
の
郵
送
先
に
、
間
違
い
や
誤
字
・
変
更
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

川
内
村
役
場　

住
民
課
住
民
係　

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

小川千登世医師


